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ありがとう献血ありがとう献血

あなたにとって
献血とは？
新成人  編

平日の成分献血へのご予約をお待ちしております。
　お待ちいただく時間を短くするため、また、空きベッドを少
なくし1人でも多くの方にご協力いただけるよう、成分献血の
予約を受け付けています。

予約方法☎
お電話（055-235-3135）でお名前、生年月日、予約
日時をお申し出ください。
＊混雑状況等により、ご希望に添えない場合があります。

◆受付時間／午前10時から午後5時（成分献血の受付は午後4時まで）
◆定 休 日／12月31日・1月1日のみ
◆住　　所／甲府市丸の内1-16-20 KoKoriビル2階
◆電　　話／055-235-3135
◆駐 車 場／KoKori駐車場がご利用いただけます。（詳しくはお問い合わせください。）

甲府献血ルーム
グレープ

検索山梨県赤十字血液センター

献血ルームの
イベント情報や
献血バスの様子など
新鮮な情報をお届け！

Facebook やってます。

[ Like flow of a river ]

   私は今年3月胃癌と診断され貧血も伴い輸血しました。現在も血液検査のあ
とも輸血しています。献血をして頂いた皆様には大変感謝をしております。こ
れからもお世話になると思いますのでよろしくお願いします。退院しまして病
気がよくなったら精一杯頑張りたいと思います。

ペンネーム　無名 様
   ～メッセージ募集～

山梨県赤十字血液センターでは、輸血を受けて回復された方やご家族の方からの
メッセージを募集しています。メールアドレス（kizuna@ktks.bbc.jrc.or.jp)または
QRコードからメッセージをお寄せください。（メッセージは本紙に掲載させていた
だくほか、献血啓発を目的とした様々な広報活動に役立てさせていただきます。）

輸血を受けた方や、そのご家族の方から皆様へメッセージをお届けします。



ＨＥＡＲＴＦＵＬ ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ
12月26日～1月4日

「HEARTFUL　CONNECTION」は、人とのつながりの大
切さを伝えるキャンペーンとして始まりましたが、現在ではさ
らに献血者と輸血を受けられた患者さんをつなぐ役割も果
たしています。
とどける
　献血者の皆さまに、献血した血液が
患者さんを救っていることを伝えるため、
患者さんのご家族からいただいた感謝の
メッセージをお手紙で届けました。
つたえる
　期間中「ＦＭ‐ＦＵＪＩ」と共同でラジオ放送を通じた献血
協力広報活動を展開しました。山梨県学生献血推進協議会
の学生2名にご協力いただき、献血の必要性を伝えました。
つながる
　お手紙やＦＭ－ＦＵＪＩの放送をきっかけに、キャンペーン
期間中は移動献血バス375名、献血ルームで461名の方に献
血へのご協力をいただきました。
　患者さんを思う献血者の気持ちと、患者さんやその家族の
感謝の気持ちをつなぐ取り組みをこれからも続けていきます。

　12月24日イオンモール甲府昭和で山梨県学
生献血推進協議会による街頭献血キャンペー
ンを行いました。学生ボランティアの皆さん約
30名が献血の呼びかけを行ったり、会場を盛
り上げる企画を用意しました。73名の方に献
血へのご協力をいただきました。

　1月8日イオンモール甲府昭和ではたちの献
血街頭献血キャンペーンを行いました。当日は
振り袖姿の新成人と甲府舞鶴ライオンズクラ
ブの方々が献血を呼びかけました。雪で足元
の悪い中でしたが、54名の方に献血へのご協
力をいただきました。

協力団体のご紹介山梨県立笛吹高等学校様

全国学生クリスマスキャンペーン
12月24日

はたちの献血キャンペーン
1月1日～2月28日

甲府地区建設業協
会　

中央市役所田富
庁舎

山梨学院高等学
校

会場SNAP

　責任と信頼の校訓のもと、山梨県立笛吹高等学校
は平成22年に4学科からなる総合制高校として開校
しました。部活動も活発で、すいれき太鼓部やライフ
ル射撃部、ソフトテニス部、弓道部、自転車部、相撲
部の全国大会出場を始め、各部が活躍しています。

　この高校では、生徒が安心し、正しい理解のもと
で献血に参加できる環境作りとして、先輩たちの献
血体験談を掲示しています。
　献血した生徒は、先輩からの体験談を読んで安心
して献血を受けられたそうです。
　1月17日に実施した献血では85名の方にご協力
いただきました。
　今回書いてもらった体験談は来年も掲示され、安心
して献血に参加できる環境づくりに役立てられます。

　献血者は、冬期（12月～2月）に減少する傾向
がみられます。また、少子化により若い年代の
献血者の減少が続くと考えられることから、血
液センターではさまざまな献血推進活動に取
り組んでいます。

　熱血血クラブでは、４か月間の任期中に講習会を3回行い、最終月に献
血キャンペーンを行います。今回は「苦しんでいる人を救いたいという想
いを結集し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守りま
す」という日本赤十字社の理念を体現する契機として、「3.11」に合わせた
街頭献血キャンペーンを行いました。
　当日は、献血の呼びかけを行い、熱血血クラブの小俣様からは「3.11を忘
れることなく、今後もこのような活動に協力していきたいです。」というコ
メントをいただきました。41名の方に献血へのご協力をいただきました。

移動献血バスは日頃、様々な場所におじゃましています。
献血会場の一部を写真でご紹介♪

熱血血クラブ
あ っ ち っ ち
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